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書 評
W.A. ウォーリス ・H.V.ロバーツ共著
高木秀玄訳 『統計学入門』
W.A. Wallis and H.V. Roberts, The Nature of Statistics, 1962. 
D.'ハフ著
高木秀玄訳 『統計でウソをつく法』
-Darrell Huff, How to Lie切ithStatistics, 1954. 
関弥三郎
ー
「統計学入門』は W.Allen WalHs and_ Harry V. Roberts, The Nature of Stati-
sties, Collier Books, New York, 1962, 218p. の薫訳である。本書は同じ著者による
Statistics, A New Approach, The Free Press of Glencoe, 1956. の第1部「統計学の
性質」の改訂版である。はしがきに述べられているように，本書は統計を用いて生活する
方法奎実際計算を抜きにして示すことを狙いとしており，広くさまざまの領域からとった
実例を用いて統計が生々としたものであることを実証し，統計の技術面の詳細を避けて常
識と論理に重点を置き，・統計の魅力を明確にすることに努力が払われているのであって，
この点で英米の多くの統計学の著書の中で数少いユニークな存在であるといえる。著者は
いずれもシカゴ大学の統計学教授であって，統計学を経済学や経営学だけではなく物理
学，工学，医学，化学，生物学等の広汎な諸領域へも適用し，その豊富な経験の成果がユ
ニークな本書を生ぜしめたのである。
本書は9章から成っており，終始多くの実例を駆使して説明を行ない，各章毎にその概
要が結論として述べられてし・ヽて，豊富な注と併せて理解を助ける工夫がなされている。以
下順次章を追って本書の内容を紹介し，最後にその問題点について若干の批評を試みるこ
とにする。その場合与えられた紙幅の都合上実例の内容には立ち入らないで，統計学の性
質についての著者の見解に焦点を合せて紹介し批評を加えることにする。
第1章「統計学の領域」では，まず統計学を不確実さに直面して賢明な意志決定を行な
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うための資料の集収と分析の方法の一体を対象とする科学であるとして，最近の統計学の
新しい方向に則した規定を与えている。そしてこの意志決定には行為の方向の選定という
実践目的について行なわれる場合と，一般的知識の獲得という科学目的について行なわれ
る場合とがあるが，どの場合でも不十分な情報しか得られないので，実践活動または科学
的研究上の諸問題に答えるのに役立つように，不十分な資料の集収，整理とそれに基づく
判断を行なう場合の合理的な原理と技術を提供するのが統計学の任務であるとしている。
次いで科学的方法としての統計学の役割を次のように説明する。すなわち，科学的方法
は (1)事実を観察し (observation), (2)その事実間の関係を記述する仮説または理論を定
立する (hypothesis), そして(3)仮説が妥当する場合に生ずるであろう事柄を仮説より演
繹，予測し (prediction),(4)新しい事実の銀察によってそれを検証する (verfica tion), 
という 4つの段階を循環的に辿って行なわれる。統計学は第1段階では観察結果の信頼度
と誤差の範囲を示し，また信頼度の向上と誤差の縮減という相矛盾する条件を適当に折衷
した観察を推奨することによって槻察に貢献するのであり，第2段階では実り豊かな仮説
を示唆し得る形式で観察結果を分類，総括し表示することによって仮説の定立に役立つ。
第4段階で予測を数字資料で検証する場合，理論と一致しない偶然的事情のために，たと
えその理論が正しくとも資料と予測とが正確に一致することは稀であり，また近代科学の
多くの理論は決定論的ではなく確率論的であるから，一組の観察と理論との差が偶然によ
るものであれば理論は検証されたことになり，偶然に帰し得ない時はその原因を求めて理
論を修正することが必要である。統計学はこの観察と理論のギャップが偶然によるか否か
を，間違った結論を下す危険を測定しつつ決定する方法を与えるのである。
なおここで統計学は記述統計学と分析統計学とに分れ，前者は観察結果を分類，総括，
表示する方法を取り扱うのに対して，後者は観察計画の作成，記述統計学が総括した資料
の分析，それに基づく決定を取り扱うとしている。
最後に最近の統計学の企業，政府および科学的研究における利用の状況について概槻し
た後に，統計学と専門科学との協力の必要なことを力説する。すなわち，統計学はあらゆ
る領域の経験的研究において使用される一種の道具であるが，それは統計的研究の基本理
念が同じであるだけであって，統計的技術の具体的内容はそれが適用される領域と問題が
変れば当然異なり，具体的問題の特殊性に適合するように構成されねばならず，そのため
には統計学と専門科学の熟練と知識が融合されることが必要である。
第2章「統計の有効な利用」においては，第二次世界大戦，企業，社会科学，生物学，
物理学および人文科学における統計の有効な利用の実例26個が説明されており，第3章
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「精神病，ピタミン効果および降雨実験」では，社会科学，生物学および物理学からとっ
たこれら 3つの成功した統計的研究の例を詳細に説明して，問題は大幅に違っていても統
計的方法は本質的に同じであることと，統計的方法が効果的であるためには機械的に利用
するのではなく，研究作業全体の中に密接に取り入れられねばならないことを明らかにす
る。そして第4章「統計の誤用」においては，統計が真実と掛け離れた事柄を立証する場
合があることを主として社会経済統計からとった68個の例で，統計誤用の原因別に10の
範疇に分けて説明している。
第5章「サンプルと母集団」においては，現代統計学の基本概念である標本と母集団が
説明される。まず標本は実際に得られた観察値の集合であり，母集団は標本を得たと同一
の方法を無限に繰返す時に得られる同種のすぺての可能な観察値の総体であって，現実に
得られた1個の標本から母集団についてどのような一般化を導き得るかを確定することが
統計学の中心問題であるとする。そして赤と緑のビーズを入れた箱から20個のビーズを取
り出して赤の割合を求める方法で繰返し標本を抽出する実験を行ない，標本変動を調べた
結果 (1)標本結果は偶然によって変動する，しかし一定の規則的な型（すなわち標本分布）
に従う， (2)標本結果の偶然変動の型は母集団に依存するのであって，母集団が異なると違
った型を示す，ことを明らかにする。
次に標本変動の生ずる理由を説明して，条件を明確に一定にした場合（管理的過程）で
も測定値は偶然的変動を示すという事実から，母集団内部の各項の相互の変異は真の変異
ではなく測定方法によって導入された偶然的な変異であり，これが標本の偶然変動を生ぜ
しめるのであるとする。最後に母集団全体を観察しないで標本を用いる理由を述べて，そ
れは要するに観察の追加による情報の増大が調査費の増加に見合わなくなる点があること
によるとしている。
第6章「任意性」においては，まず任意性の必要なことが説明される。すなわち，標本
から母集団についての結論を導く場合，標本結果が偶然変動をすることを考慮に入れなけ
ればならないが，それは或る仮想の母集団から標本が抽出される時に生ずるであろう標本
変動の型を用いることによって行なえるのである。標本変動の型は標本抽出が偶然的（任
意）である時，すなわち任意標本（より一般的には確率標本）の場合にのみ知り得るので
あって，専門家の判断によって抽出される非任意標本の場合は得られない。従って任意標
本のみが標本から母集団への客観的な一般化を可能にするのである。
次いで確率標本と任意標本の意義を述べ，更に大数法則（標本が大きければ大きい程標
本の比率または平均値の変動は小さくなるということ）を説明する。そして逐次抽出され
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た標本を統計的管理図に描くことによって，同じ母集団から標本が抽出されているのか，
基礎の母集団に何等かの変化が起ったのかを判断し得ることを説明する。最後に，統計的
方法には以上のような標本から母集団についての推論を得る方法（統計的推論）の外に，
集められた資料を包括的なように：ないしは重要な型や関係を知り易いように整理し，ま
たは若干の測度で総括する方法（統計的記述）があり，この統計的記述は科学ではなく技
術であるとしている。
第7章「観察と測定」では，まず統計資料と現実界との関係を説明する。すなわち，統
計的分析は現実の世界そのものを取り扱うのではなく，それから一定の操作で作り出され
た数字の集合を取り扱うのであって，この数字の意味はそれを現実の世界と結び付ける以
上の操作に依存している。そして数字は正確かどうか（正確性），事柄の適切な測度であ
るかどうか（適当性）の二面からその質が問題となるのであり，ー組の資料を評価するた
めにはそれが得られた方法を知ることが必要であるとする。次に資料の内的関連からそれ
の質について判断する手掛りが得られることと，資料の記録に際しての注意事項を詳しく
説明している。
第8章「資料の種類」では，観察される事柄を「変数」，それの値を「観察値」として，
それには量的変数（可測的な大きさをあらわす場合）と質的変数（特定の質ないしは属性
の有無をあらわす場合）とがあること，そして量的比較特に百分比を含む比較の場合の注
意事項を説明する。次いで統計調査についてインタービュー，調査票の設計，それの集計
のための符号化の3段階に分けて，注意すべき事柄を説明している。第9章「統計表の読
み方」では，．統計表を能率的，効果的に読み取るための要点を，文盲率の統計表の例で詳｀
しく説明している。 • 
以上「統計学入門』の概要を統計学の性質の説明に重点を置いて紹介してきたのである
が，次にその問題点を指摘してみよう。
まず第一に「入門」は統計学を自然，社会を問わずあらゆる領域において使用される方
法の科学とするのであるが，その場合共通するのは統計的研究の基本理念，すなわち標本
から母集団への一般化を行なう方法の原理だけであるから，統計学の内容は極めて抽象的
なものとなり，特に社会統計に対しては十分な方法論的指導を与え得ないことになる。そ
れの現われの一つとして統計学を記述統計学と分析統計学とに分け，前者は後者のように
広汎な原理によって支配されているのではなく，技術の集合にすぎない，としている点を
挙げることができる。社会と自然のあらゆる領域を通ずる記述統計の原理は見出し難いで
あろうが，社会統計の場合は記述統計においても社会集団の調査の際の基本原則，調査資
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料の整理，総括の場合の基準等，一般的な原理を抽象し得るのであって（その成果はドイ
ツ社会統計学にみられる），必ずしも技術の集合ではないのである。 ところがここではそ
れの方法論的考察は統計学の対象外に放置されているのである。また第7章以下で述べら
れている事柄，特に統計資料の意味はそれが得られた手続によって規定されることや資料
の正確性，適当性の問題は，著者は自然；社会を問わず統計的研究一般に必要なものとし
て説明しているが，実際は社会統計のみに妥当するか，またはそこにおいてこそ決定的に
重要な問題であり，むしろ積極的に社会統計方法論として展開することによってより有効
な内容を与え得ると考えられる。
第二に統計学の普逼性を重視する欠点はまた，統計学の基本概念である標本と母集団に
ついても問題を生ぜしめるのであって，社会統計ではむしろより多く用いられる有限母集
団の場合について適正な規定を欠いているのである。社会統計では自然の統計的研究の場
合のように仮想の無限母集団だけではなく，更に実在の有限母集団が必要である。例えば
1952年当時のアメリカにおける所得額3,000ドル， 5人家族のサラリーマン世帯の一般的
な消費型を知らんとする場合は， 「3,000ドル」 「5人家族」 「サラリーマン」および当
時の社会的，経済的，自然的環境等の生活を規定する直接，間接の諸条件が一定の場合に
生ずるであろう，偶然変動する無限の消費型の集団—仮想の無限母集団が必要であるの
に対して， 1952年のアメリカにおける全世帯の所得構造や平均所得額を推定する場合は，
その時の世帯総数4,600万に対応する4,600万個の所得額の数字の集団ー一実在の有限母集
団が問題である。ところが「入門」では標本を作成した手続を無限に多数回繰返す時に生
ずる値の総体が母集団であると規定しており，仮想の無限母集団しか考えられていない；
そして上に述べた有限母集団の場合でさえも「1個の値がある特定の世帯について獲得さ
れる手続は，•インタービューを行なう者，インタービューされる家族員，ィンタービュー
の時点等々によって，同一の世帯でも異なる値を生じたかも知れないから，この場合の母
集団は実際はもっと多くの数字を含んでおり無限母集団とみなし得るのである。」と述べ
ている (125ページ）。従って母集団の各項の値の変異は真の変異ではなく，測定方法によ
ってもたらされた偶然変異であって，それが標本の偶然変動を生ぜしめるとするのである。
しかし調査すべき世帯とそれの所得について一定の概念規定（すなわち測定方法の規定）
が与えられるならば，それに応じて世帯数が確定しその数だけの所得額が客観的に決まる
のであって，それこそが我々の知らんとする母集団である。そして個々の所得額の違いは
各世帯の経済力の相違によるものであって真の変異である。従って『入門』がいうインタ
ービューの過程で生ずる偶然変動する多くの値は，所得額の調査誤差を含んだ観察値の集
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団であって，それは各所得額毎に考えられ，所得額全体についてこのような観察値の集団
を考えることはできないであろう。なお社会統計調査の場合は一定の偏りを示す系統誤差
がより重要な問題であり，偶然変異を処理する母集団，標本の確率論的シェーマによって
は取り扱い得ない問題である。そして各項の値の変異が偶然的でない実在の有限母集団の
場合でも，乱数表の使用によりそれの抽出手続ーー「入門」のいうような測定方法ではな
しに＿が任意であることから標本に偶然変動が生ずるのであり，従って標本変動の型が
得られ有限母集団の値を標本から推定することができるのである。
? ?
「統計でウソをつく法』は DarrellHuff, How to Lie with Statistics, Victory Gol-
lancz, London, 1954, 142p. の親訳である。奇抜な表題のこの本の目標は，はしがきの冒
頭にある「だまされないために，だます方法を知ることのすすめ」がそれをよくあらわし
ており，いわば裏からみた統計学入門書である。全巻10章に分れ豊富な実例と面白い挿絵
を用い，軽妙な筆致で統計の欺購性を暴露して行く中で統計の正しい使い方が教えられ，
珍しい統計学の入門書といえよう。次に各章毎にその概要を紹介し行こう。
第1章「かたよりはサンプルにつき物」では，サンプルから全体（母集団）を推定する
場合ランダム・サンプルでない時は，全体をよく代表しない標本が得られ誤った結果をも
たらす事情を説明し，第2章「平均でだます法」では，平均値で全体の特徴をあらわす場
合正規分布でなく非対称の時は用いる平均値の種類（算術平均，中央値，最頻値）に注意
すべきであって，どれを使うかによって違った印象を与えることを説明する。第3章「小
さい数字はないも同然」では，標本が小さい時は偶然による真実でない値が出る場合があ
ること，および平均（標準）はそれの周りの分布幅を考慮に入れて使わねばならず，また
それを正しいもの，望ましいものと解してはいけないことが説明され，第4章「大山鳴動
ネズミー匹」では，サンプリング法で得られた結果は偶然誤差を含んでいるのでそれを考
慮に入れて比較しなければならず，数字の僅かばかりの差は意味がないことを注意する。
そして第5章「びっくりグラフ」では，グラフの目盛りの幅を変え，またグラフの下部を
切捨てることによって同じ統計が違った印象を与えることを説明し，第6章「絵グラフの
効用」では，絵グラフ（統計の内容を示す絵の大きさや個数であらわしたグラフ）を使う
揚合，統計値の差を何倍かに誇張してあらわす危険があることを注意している。
第7章「こじつけた数字」では，他の事柄の証明によっで恰も必要な事柄が論証された
かのように見せかけることができる場合を色々の例で説明し，第8章「因果はめぐる」で
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は， A,Bの間に相関関係があることが統計で証明された時，それからどれが原因でどれ
が結果かを決めることは誤りに陥り易<• A原因， B結果のこともあればその逆の場合も
あり， また第三の要因Cが原因の場合もあることを説明している。第9章「統計的操縦
法」では，既述のもの以外に統計を使って人に間違ったことを教える色々なやり方が説明
されている。最後に第10章「統計のウソを見破る五つのカギ」では，統計のウソを発見す
る方法として次の5点を検討すべきことを説明する。すなわち，(1)統計の出所に注意して，
好都合なデータのみを取りまたは基準を有利な年に変更する等による，意識的ないしは無
意識的な歪みがないかどうかを検討する。 (2)調査方法に注意して，標本は信頼できる結論
が得られるだけの大きさがあるか，偏りがないかを検討する。 (3)表面に出されていない資
料に注意し，データの大きさ，標準誤差，比率の基礎数字等を検討する。 (4)問題のすりか
えに注意し，数字があらわす事柄と結論との間に食い違い，無関係，飛躍がないかどうか
を検討する。 (5)統計による結論が実際上意味のあるものかどうかを検討する。
以上の内容の本書は統計学の体系的な書物ではないから問題の叙述が非組織的であり，
またここでは述べられていない重要な問題もあるので，初心者にとっては統計学の十分な
理解にはやや不便かと思われる。そして統計の欺閾性とその根源の解明に努力が払われて
おり，更に進んで統計の正しい利用方法の説明は不十分である。故に本書は全くの素人よ
りも統計学を学んだ者がその実際的応用能力を養うのにより適したものといえるであろ
う。なお本書の内容について一点補足すれば，統計のウソを見破る方法の(2)で標本の規模
と偏りの検討しか指摘されていないが，その外に統計の基礎の調査対象や調査項目の概念
規定の妥当性の検討も必要であることを追加しておかねばならない。
企業経営，行政および科学的研究において統計学の利用が盛んになった今日，統計的方
法の技術的な知識だけではなく統計学の本質について正しい認識をもつことは，統計の誤
用，濫用の弊を防ぎ有効な利用を期する上から大切であり，ここにおいて『統計学入門」
と「統計でウソをつく法」の二書が邦訳されたことは極めて有益なことと評価し得るであ
ろう。最後に顕訳について一言すれば， 『統計でウソをつく法』の流暢な訳に対して「統
計学入門」はやや難解であり，原書を参照してようやくその意味を理解し得る箇所があっ
た。機会があれば修正されんことを切望するものである。
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